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広島県におけるデータ連携基盤共同利用に係る対応方針
（広島県データ連携基盤共同利用ビジョン）

広島県として、県内の現状等を踏まえて、以下のとおり、データ連携基盤共同利用に係る対応方針を策定し、共同利用の促進と重複
投資の防止に努める。
※デジタル庁は、令和６年５月10日付けの事務連絡で、各都道府県に対して、「データ連携基盤の共同利用の基本的な考え方」を示し、各都道府県に対してデータ連携

基盤共同利用ビジョンの策定を求めている。

１．データ連携基盤の構築状況
広島県内では、県が2つのデータ連携基盤（以下「基盤」という。） 、市町が4つの基盤を整備している。
※詳細はP2

２．基盤の共同利用に係る対応方針
（１）基盤とその基盤に紐づいたサービスを必要とする場合は、既存基盤とその基盤に紐づいたサービスを

共同利用することを前提に検討すること。
※「既存基盤とその基盤に紐づいたサービス」の詳細は広島県データ連携基盤カタログサイトを確認すること。

（２）新たに基盤を構築する必要が生じた場合は、県に個別に相談すること。

３．対応方針に基づいた取組
・ 県は、基盤に関するハブとしての役割を担い、市町をサポートする。
・ DXShip派遣職員等を中心としたネットワークを通じた情報共有を行う。
・ 県・市町の既存基盤とその基盤に紐づいたサービスの一覧（広島県データ連携基盤カタログサイト）を作成・公開する。

４ ．当面の対応スケジュール（年度単位の取組）
令和７年度 相談受付、広島県データ連携基盤カタログサイトの運用開始

令和７年３月３日
広島県総務局DX推進チーム
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広島県

広島県デジタルインフラマネジメン
ト基盤（DoboX）

公共土木施設等に関するあらゆる情報を一元化・
オープンデータ化し、外部システムとのデータ連携を可
能とするインフラマネジメント基盤

データカタログ、地図・３Dマップ など ○ ー

広島県モビリティデータ連携基盤
行政および交通事業者の交通政策に関するデータを
収集し、効率的で利便性の高い交通体系を構築す
るための分析機能を有する基盤

交通政策に関するデータを可視化し
たダッシュボード など

○ ー

呉市 データプラットフォームくれ
新たな産業の創出、市民生活の質の向上を図ること
を目的として、呉市が保有するオリジナルデータを公
開

APIドキュメントページ、ユースケース
ページ など

○ ー

三次市 つながる三次プラットフォーム
観光案内チャットボットサービス、駐車場混雑度表示
サービスなど観光活性化に向けたサービスを提供

観光案内チャットボットサービス、駐車
場混雑度表示サービス など

○ ー

東広島市
スマートシティ実現のためのデータ
連携プラットフォーム

広島大学生が日常的に利用する（TGＯ）アプリを
開発し学生等の生活や活動を支援するサービスを実
装することで、学生と地域社会の関係性を強化し、
学生の地元定着・地域活動促進に取り組んでいる。

パーソナライズドInfoパネル、商店街
3.0（地域産業・経済支援アプリサー
ビス）、YOUTH FOR東広島 など

○ ○

安芸太田町 DX共通基盤
地域通貨やMaaSや防災等、様々な分野で横断的
に活用可能なデータベース共通基盤

MaaSアプリ、地域通貨アプリ、防災
アプリ など

○ ○

データ連携基盤の構築状況

※詳細は広島県データ連携基盤カタログサイトをご覧ください。
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